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 要約 

我が国の農業政策は WTO 交渉などの影響を受けて、近年急ピッチで農

業をいかに強化するかの方向で、様々な制度改正が行われ、例えば長年の

議論の対象であった株式会社の農業参入や認定農業者制度などが相次い

で導入されている。また、国及び自治体は、地域資源である農産物を活用

する「農商工連携」を推進している。産業面からも地域に根差した“移輸

出型”産業を育成するという点で成果が期待されるところであるが、問題

点として、小規模性からマーケティング力の弱さが存在する。「どうやっ

て売るか」という問題である。 

本稿では、米国で実証研究が進んでいるインターネットの「ロングテー

ル」現象にスポットライトをあて、日本の「農商工連携」のマーケティン

グ力の弱さを補う武器として活用できないかを検討する。 
 

 

１．はじめに 

 

わが国との貿易自由化をめぐる交

渉において、度々論点となるのが農

産物の取り扱いである。その背景に

あるのがとりもなおさずわが国の農

業部門の弱さであり、自給率の低さ

である。コメの関税を下げれば安い

外国米が流入してくることによって

自給率が一層低下し日本農業をさら

に弱体化するという意見は以前から
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根強い。 

筆者は地方の大学に在籍していて、

農家をはじめ JA、自治体農政部門と

の接触は日常茶飯事であり、様々な

状況に接して来た。地域農業の舞台

である山村・中山間地では、「人・土

地・ムラ 3 つの空洞化」が進展して

いると言われているが 1、農業従事

者は後継者難（ヒト）、休耕地の荒廃

（土地）、コミュニティ（ムラ）の崩

壊の危機など深刻な問題に直面して

いる。 

そんななかで、山村・中山間地を

変えようと、農業従事者などが中心

になって様々な取り組みを始めたり、

模索しているケースが増えてきてい

るのも事実である。「座して衰退を待

つ」のではなく、「自らの力で打開の

道を探る」動きがゆっくりとではあ

るが、足音を高めつつある。 

その一つの動きが「地産地消」で

ある。産品の移動を極力減らす「地

産地消」の推進は環境問題に対する

配慮からも、望ましいことと考える。

但し、農産物に関しては、生産地と

消費地が極端に偏っているという特

徴がある。「地産地消」を進めながら

も、県外および海外に出荷する「移

輸出型」の産業として農業を育成す

ることも考えていく必要がある。し

かし、現状はまだまだ程遠い状況に

あると言えよう。図 1 は、株式会社

日本総合研究所の報告書から引用し

たものであるが 2、移輸出額に占め

る割合は製造業が最も高くて 65.2%

となっていて、農林水産業はわずか

1.1%に過ぎない。 

この数字は、製造業と農林水産業

がたどって来た歴史がそのまま表れ

ていると言えないだろうか。日本の

製造業が世界で確固たる地位を占め

たのはなぜか・・・・それはとりも

なおさずユーザー志向のマーケティ

ング戦略があったからである。消費

者の欲しがるものを提供して行く姿

勢と品質を高める日常的な努力が日

本の製造業を強くしてきたのである。 

現在、わが国では、地域産業振興

策の一環として、経済産業省と農林

水産省が「農商工連携」を推進する

ための各種政策を展開している。「農

商工連携」は 1 次、2 次、3 次産業が

連携することから、数字の部分を合

算して「6 次産業化」の推進と言わ

れることもある。11 月 4 日に、（社）

中小企業診断協会が主催する中小企

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


 

76●季刊 国際貿易と投資 Winter 2008/No.74 

業経営診断シンポジウムで、（株）花

畑牧場の田中義剛社長の講演が行わ

れたが、その中で田中社長は「6 次

産業を実践している」と強調してい

た。同社では、牧場の牛から搾乳し、

その牛乳をチーズやミルクキャラメ

ルに加工して、新千歳空港の売店で

販売している。原料生産から加工、

販売まで一貫しているから、同社は

「6 次産業」であるということであ

るが、1 社で完結するのではなく、

複数の農家や企業が地域で連携して

クラスターを形成することが経済産

業省と農林水産省の政策の狙いなの

である。 

農商工連携と言っても、個々の農

家あるいは地域の小規模企業が主体

である地域ビジネスのマーケティン

グ戦略においては、規模の拡大を目

指してきた工業とではおのずと質と

量（広告の頻度と訴求力）において

雲泥の差が生じていることは事実で

ある。しかし、インターネットの発

達によって、小さなビジネス主体で

あっても、P4P3と言われるように広

告の質と量を高めることができるよ

うになって来たと筆者は考えている。 

以下、インターネットを活用した

マーケティングをめぐる最近の状況

についてまとめるとともに、マーケ

ティング力の弱い中小規模の企業に

とってどう活用すれば強力なツール

となるのかについて探ってみた。 

 

２．インターネットの登場でマー

ケットの主役が供給者から

消費者に 

 

1961 年に米国のジェローム・マッ

カーシーがマーケティング・ミック

スのコンセプトとして 4P4 をあげ、

以後、企業における商品政策では

“Product、Price、Promotion、Place”

の選定が重視されてきた。しかし、

この 4P 政策は、あくまでも企業が

意思決定を行い、企業から消費者に

一方的に働きかけて行くパターン

（B2C）であったが、インターネッ

トの普及によって、消費者が多くの

情報を入手できるようになると、意

思決定が反対に消費者側に移ってき

ており（C2B）、マーケティングの考

え方が大きく変わってきている。 

わが国では平成 11 年にドコモが i

モードを導入して以来、携帯電話に

よるインターネット利用が急速に広
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まり、図 2 にあるように総務省の調

査によると、2000 年（図では平成 12

年）にインターネット利用者が一挙

に前年の倍近くの 4700 万人に達し

て以降増加の一途をたどり、2007 年

には 8,811 万人と、国民の約 7 割が

使用していることになっている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：「雇用・就業情勢にみられる地域間格差」 
株式会社日本総合研究所 2006 年 7 月 12 日 

図１ 移輸出額に占める産業シェア 

出所「平成 19 年度通信利用動向調査」総務省 

図２ インターネット利用者数及び人口普及率の推移（個人） 
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そして、インターネットによる商

品・サービスの購入経験者の割合も、

2007 年は 48.9%と、国民のほぼ半分

が「利用経験あり」という数字にな

っている。2002 年当時の 20.8%と比

べると、6 年の間に利用経験者の割

合は大きく高まったことになる。 

 

また、インターネットによる購入

額も、2007 年は一人当たり 13 万

1,876 円となって 2002 年の 1.7 倍に

達している。 

 

このように、インターネットの利

用者およびインターネットによる商

品購入者の割合と購入金額は近年大

きく増加しつつあるが、その原因は

何であろうか。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ インターネットによる商品・サービスの購入経験者の割合 

（％）

平成 14 年度および平成 19 年度通信利用動向調査をもとに作成 

2007 
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インターネット利用が急速に普及

して来た 2000 年当時においても、商

品購入に際しては消費者にとってイ

ンターネットの利用勝手はそんなに

快適なものではなかった。当時の消

費者によるインターネットの利用に

関して次のような興味ある研究結果

が発表されている 5。 

「1．消費者によるネット利用には

時間的制約とサーチの限界が存在す

る。2．商品に対する関与（商品への

こだわり）の高いケースほど長時間

のネット検索、及びその他の情報収

集が実行されている。3．商品購入の

意思決定においては高関与のケース

ほどネット情報の重要性が低下する

という逆説的な現象が観察される。 

これらの観察結果から以下のよう

な推論が可能になる。1．ネットの普

及による消費財市場の効率化効果は

限定的である。これは消費者が非合

理的だからではなく、サーチコスト、

特に時間制約に対する合理的な対応

の結果である。2．全体としてサーチ

に時間制約がある以上、高関与ケー

スで情報収集が増える一方、低関与

図４ インターネットによる平均購入額 

（円）

平成 14 年度および平成 19 年度通信利用動向調査をもとに作成 

2007
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ケースの情報処理が浸食され、減少

していく可能性がある。3．今後、ネ

ット情報が意思決定にも利用される

ようになるか否かは、高関与ケース

では実体験的な情報を代替すること

ができるか、低関与ケースでは情報

の絞り込みと利便性の向上にかかっ

ている。」 

以上は、2001 年に実施したアンケ

ート結果に基づいてまとめられた研

究論文であるが、高関与、つまり、

こだわりの強い商品ほど、インター

ネットで情報収集する傾向が強い半

面、求める商品情報にたどり着くま

での検索にかなりの時間がかかる、

つまり時間面から見たサーチコスト

が大きく、インターネットの利用が

娯楽や勉強に傾注していて、市場効

率化に果たす役割が限定的であると

指摘されている。ここに商品生産者

と消費者の間に情報との非対称性が

生じているとして、検索の効率化が

進まないとインターネットを活用し

た市場の効率化は進まないと述べて

いる。 

また、商品選択においては、依然

として自身の体験とか、店頭での感

触などが重要視されて、インターネ

ットにおける情報評価が低くなって

いると述べて、より実体験を伝えら

れるような情報提供が行われること

がその評価を高める鍵であると指摘

している。 

 

３．ロングテール現象 

 

インターネットの発達は実にめざ

ましい。“検索が難しい”との結果が

出た前記のアンケートから 3 年後、

米国の Wired Magazine 誌 2004 年 10

月号に「The Long Tail」と題する記

事が掲載された。記事の筆者は、同

誌の編集長Chris Anderson氏である。

同氏がオンライン通販のある企業の

製品販売状況を調べたところ、製品

アイテムを横軸に、販売数量を縦軸

にとって販売数量の多い順に左から

並べてグラフを描いてみると、左か

ら右へと下るなだらかなスロープの

ような形状になった。ヒット商品は

左寄りに、ニッチ商品は右寄りに表

示され、カーブは右側にずうっと下

がりながら伸びていく。店舗であれ

ば在庫がなくなるのでこのカーブは

そこで終るが、オンライン店舗だと

相当にニッチな商品でも在庫が確保
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されているので、かなり右まで線が

延びることになる。形状が恐竜の尾

に似ていることから同氏はロング・

テールと名付けた。 

このことは、わが国の総務省の「平

成 18 年度情報通信に関する現状報

告」でも指摘されており、この報告

書の中で、「ロングテール」が、次の

ように説明されている。 

○Web2.0 の環境下では、多様で小規

模な需要が集積し、市場として成

立する。（ロングテール現象） 

典型例はアマゾンの書籍販売で、

通常の書店で在庫を保有することが

困難な需要の少ない書籍の売上が全

体の 3 分の 1 を占める。→ アマゾン

の書籍販売は以前から行われている

サービスであるが、カスタマーレビ

ューで多くの利用者による評価を需

要の掘り起こしに利用している点や、

自社のデータベースや自社のシステ

ムへのアクセス方法を示す API を公

開してサービスの改善や拡大を図っ

ている点等で、Web2.0 のコンセプト

を利用した事業展開を目指している。 

○オリコンチャート上位曲の売上枚

数が生産枚数に占める割合は年々

低下傾向にあり、多様化が進展し

ている。 

このことは、今後 Web2.0 が進展

する中で、コンテンツ配信サービス

においてロングテールのビジネスモ

デルが成立しやすいことを示唆して

いる。 

米国では、2004 年 10 月に Chris 

Anderson氏がロングテールに関する

記事を掲載後、研究者によるロング

テール現象に関する実証研究が多数

行われているが、その中から一部を

紹介したい。 

ハーバード・ビジネス・スクール

の Anita Elberse 准 教 授 と Felix 

Oberholzer-Gee 准教授の共同研究で

は 2000 年から 2005 年の米国ホーム

ビデオ市場についてランダムに選定

した 5,500 の DVD と VHS の週間売

り上げを調査した。ビデオを選んだ

のは急速にオンラインでの販売が増

えていたからである。2001 年に録画

済みの DVD と VHS のオンラインで

の売り上げは6億3600万ドルであっ

たが、2005 年には 15 億ドルに達し

ている。調査結果について「我々は、

2000 年から 2005 年の間に流通の尻

尾への移動が観察できた。低い取引

コストと検索コストによって、近年、 
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図５ 

図６ 上位 100 位及び 500 位の累計売上枚数シェアの推移 

出所：「平成 18 年情報通信に関する現状報告」総務省 
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テール現象はよりはっきりとし、ビ

デオよりも特に DVD に顕著になっ

てきた。そして、トップ 10%内にあ

るタイトルはこの間に 50%も売り上

げを落としている」6と述べて、DVD

と VHS ビデオのオンライン販売に

ついて、ロングテール現象の現われ

ていることを示している。 

MIT スローン経営大学院のディレ

クターである Erik Brynjolfsson 氏は、

「20 世紀は、あらゆる企業が大ヒッ

トすることで大きな市場を獲得でき

る製品やサービスを導入することで

争っていた。大きいことはいいこと

であった。しかし、今は、ビールか

ら書籍まで、音楽から映画まで、そ

してソフトウェアからサービスまで

多くの市場で、インターネットと関

連技術によって多彩な商品が生産さ

れ、プロモートされ、購入される革

命の初期のステージにあるのであ

る」として、ヒット商品だけが大き

な市場を確保する時代から、インタ

ーネットを活用することで多種多様

なものが販売されるようになったと

指摘している。このことは、単に安

いというだけではなく、本当の価値

観を与えているとして、「インターネ

ットは当初は、“摩擦のない商業”を

いかに激しい価格競争に変えるかが、

議論されたが、たしかに、消費者は

オンラインで低価格のものから利益

を得ることはあるが、我々の研究で

は、インターネット市場のもう一つ

の側面からより高い価値を得られる

ことがわかった。つまり、オンライ

ンの販売者は、通りに店舗を持つ通

常の販売者よりも幅広い種類の商品

を揃え、その中から探してもらい、

価値を見出してもらうという機能を

有していることがわかったのであ

る」と述べている 7。 

普通の店舗では品ぞろえに限界が

ある一方で、オンラインの店舗に掲

載できる商品数ははるかに多い。ち

なみに、前述の Chris Anderson 氏に

よると、通信販売ではなく売り場を

持つ書店であるバーンズ&ノーブル

は、陳列スペースの制約があるので

13 万品目しか販売できないが、制約

の少ないネット書店のアマゾンは

230 万品目も販売している。このと

き、アマゾンでは販売数上位 13 万品

目以下の書籍の販売額を合計すると、

売上全体の 57%に達するという推計

がある。ふつうの書店であれば店舗
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に並べられないので切り捨てている

が、アマゾンでは逆にその切り捨て

られた分の売上のほうが多いという

のがロングテール現象のことである。 

ロングテール現象は、商品陳列数

が格段に多いから多くの商品に売れ

る機会があるが、どの商品でも売れ

るということではない。売る努力が

必要なのは言うまでもない。ロング

テール現象を生み出す重要な機能と

して、ここで Web2.0 の機能に触れ

る必要がある。前述したように情報

通信白書が「Web2.0 の進展により、

ロングテールと呼ばれる多様で小規

模な商品需要であっても、魅力ある

市場として成立する可能性が高まっ

た」と「Web2.0」に触れているよう

に、幅広い利用者の参加がロングテ

ール現象を引き起こしている。「利用

者の参加」とは何か。利用者の意見

とともに行われる「リコメンデーシ

ョン―推せん」である。100 万の商

品に対して 1600 万のリコメンデー

ションを書いた 400 万人を調査した

カ ー ネ ギ ー メ ロ ン 大 学 の Jure 

Leskovec らの研究によると 8、「推せ

んによって購入された商品はパレー

トの法則（図 5 参照）からはかけ離

れたものであった。ニッチ商品が従

来型の広告を使用することは効果的

ではない。したがって、焦点を絞っ

た広告方式が販売側にもまた、新製

品を知る意味からも購入者側にとっ

ても利点となる。問題は、推せんが、

EBay、アマゾンや比較サイトである

Epinion や CNET からの購入レビュ

ーが来ることであるが、購入予定者

にとって助けとなるのが、『x を買っ

た人は y も購入した』タイプの複

合・フィルターリングされた推せん

である」と述べている。この研究に

あるように、推せんには、販売者側

から行われるものと、利用者から行

われるものがあるが、利用者同士の

情報交換の重要性を示しているのが

近畿大学の玉置了氏の論文である 9。

玉置氏は、「インターネット上では、

オンライン・コミュニティと呼ばれ

る消費者同士のコミュニティが形成

され、そこで様々な製品に関する情

報交換を行っている」と述べて、「マ

ーケティングの視点から見ると、オ

ンライン空間における消費者間の相

互作用は口コミ効果や企業と消費者

の協働による製品開発、またユーザ

ー間の相互扶助、ブランド育成など、
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消費者の自発性を活かしたインター

ネット時代における様々なマーケテ

ィングの可能性も指摘されている」

とオンライン・コミュニティがマー

ケティング上無視できない存在にな

っていることを指摘している。 

オンライン・コミュニティが活発

化してきた背景としてオープン型で

ある Web2.0 によるネットワークの

進展があげられる。Web2.0 の代表的

なものとして各企業がホームページ

に設けている評価欄と共に、ソーシ

ャル・ネットワーク・システム（SNS）

があげられる。消費者発信型メディ

アを組み込むことで、利用者は自主

的に様々な情報を公開することが容

易となり、利用者同士が結び付き、

他の利用者の情報源となる。 

このような発想をビジネスに応用

した例として、書籍等のオンライン

販売を行っている Amazon.com のカ

スタマーレビューがある。ここでは、

多くの利用者がコメントを付すこと

によりサービスの価値が高まる。ま

た、利用者のコメントの集積は、自

社サービスの改善点等に関するフィ

ードバックを得る意味でも重要とな

っている。 

総務省の資料 10によると、2007 年

の SNS 利用者数は 1,042 万人と 2 年

前にあたる 2005 年からでさえ 9.4 倍

にも増加している。 

 

総務省の言葉を借りると「消費者

発信型メディア」が台頭しつつある

ということができる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出所：総務省資料より 

図７ ブログと SNS の利用者数 
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４．インターネット広告の進化 

 

ロングテール現象の発生には新し

いタイプのインターネット広告も影

響している。その一つが検索連動型

広告と言われるものである。通常は、

検索画面でキーワードを入力して検

索するとそのキーワードに関連する

サイトの一覧が出てくる。上位に出

てくるように工夫するにはそれなり

のエンジンソフトを組む必要があり、

多額の経費が必要となる。ところが、

検索連動型広告の場合は、“P4P”つ

まり、“Payment for Performance”と

言われるように、クリックした件数

で課金されるようになっている。検

索連動型広告では、ある検索サイト

ではキーワードを検索欄に入力する

とサイトの一覧とは別に右の欄に入

力されたキーワードに連動して広告

が出てくる。例えば、週刊ダイヤモ

ンドで検索連動型広告の成功例とし

て紹介されている 11福井県小浜市の

とば屋酢店の事例を見てみよう。た

とえば、酢がからだにいいと聞いた

ある人が、インターネットで酢を買

って見ようと検索サイト（ここでは

Google）で「酢」と入れてクリック

すると、酢に関係するサイトがズラ

ッと出てくる。右の欄には酢に関係

する企業の広告が出ている。数社出

ている中に「米酢一筋 300 年の醸造

元」という広告を選択して、そこを

クリックすると「とば屋酢店」のホ

ームページが出てくる。このホーム

ページでは同社の商品の情報を得る

ことができるとともに購入申し込み

も可能である。これが検索連動型広

告である。 

この週刊ダイヤモンドの記事によ

ると、とば屋酢店は、1710 年創業の

老舗で地元密着型でやってきたが、

中野貴之専務が経営に参加して以降、

地域内という限定された市場を拡大

すべくオンライン販売を始めたのが

2005 年である。ホームページをリニ

ューアルして本格的なオンライン販

売をした 2006 年には前年比で約 5

倍というオンライン販売額となった

が、その後もオンライン販売額は増

加しており、2008 年 1-10 月は前年

同期の 2.6 倍となっている 12。 

検索連動型広告を利用し、それま

で全国区や世界規模での活躍など考

えられなかった企業が新たな成長の

チャンスを手にしている。 
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中小企業にとってメリットなのは、

限られている広告費を有効に使える

からである。たとえば、1 日の予算

を 1500 円、キーワードの料金を 10

円に設定したなら（料金はオークシ

ョンで決まる）、1 日 150 クリックさ

れるまで広告を提示でき、それ以降

は停止する。効果がないと思ったり、

もっと多くクリックされたいと思う

のなら、予算額の増減や、広告の停

止はいつでもできる。ちなみにとば

屋酢店の場合は月 3 万円の広告費を

使用していたそうである。 

 

５．地域ビジネスによるロングテ

ール現象の活用法 

 

前項でとりあげたとば屋酢店は地

方を地盤とした店舗だったのが、検

索連動型広告を活用したことによっ

て、全国区の店舗となったのみなら

ず、実は輸出企業にもなっているの

である。 

シンガポールで食品輸入業を営む

日本人社長の夫人から、日本以外で

も、健康のため酢を飲用する消費者

が増えており、高品質というイメー

ジが強い日本産の酢を輸入したいと

いう話を持ちかけられ、2007 年 11

月初旬にシンガポールに向けて初の

出荷が行われた。 

同社はこのように、シンガポール

へも出荷する輸出企業となるなど、

市場を広げて来た。全国食酢協会中

央会の統計によると、食酢は年間 43

万 4,700 キロリットル（平成 18 年）

生産されている。メーカー数が 400

社という業界で、ミツカンなど大手

5社が 8割と圧倒的なシェアを有し、

残り 2 割を 400 社が分け合うという

市場であり、多くの小規模企業は地

域内で消費されているのが現状であ

る。 

大規模メーカーがかなりの市場を

占めている中で、これら企業と比較

すると小規模な企業であるとば屋酢

店がインターネットを活用して、企

業及び商品の露出度を高めながら、

自社の市場を確保しているばかりか

拡大しているというのは、「インター

ネットのロングテール現象をうまく

活用している例である」ということ

ができる。 

例として取り上げたとば屋酢店の

ような“移輸出型企業”をもっと増

やすことができないだろうか。同社
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の製品は「高品質」という評価を得

ている。今まで日本の工業製品は品

質においては世界でトップクラスの

評価を得て、その信頼度は世界に確

固たるものがある。 

これからは、日本の農産加工品が

「高品質」をひっさげて世界市場に

打って出る時代になると考えている。

その背景にあるのが、世界的に「食」

に対する安全意識が高まっているか

らである。 

地域には最高品質の原材料を使っ

て、安全度の高い食品、飲料製品が

小規模な地域ビジネス群によって生

産されている。 

地域ビジネスという視点で、ある

第三セクターを紹介すると、株式会

社吉田ふるさと村は、島根県雲南市

にある第三セクターであり、全国に

先駆けて開発した「卵かけごはん専

用醤油」である「おたまはん」はそ

の珍しさからマスコミに取り上げら

れて全国で話題となった。地元の大

豆を市内の醸造元でじっくりと作り

上げた製品である。もちろん無添加

である。この製品が登場したことで、

大手も参入して、現在は 40 種の「卵

かけごはん専用醤油」が全国で出回

っている。ここでは、同時に地域の

農産原料を使用して焼き肉のたれも

生産され輸出されている。 

全国で見れば何千という数字でこ

ういった高品質を売り物にした加工

食品は存在するはずである。 

企業の事業活動がますます国際化

して行く中、海外で仕事に従事する

日本人も増加しつつある。嗜好品と

してよりも、生活必需品としての要

請も高まっている。居住する地域の

食品の安全性に不安を持つつまり、

海外駐在員への日本産加工食品の供

給体制の構築も必要となっている。 

また、業務や観光で来日した外国

人の中には日本食のファンとなり、

帰国後も好物となった日本食を入手

したいと考える人たちも多いものと

推測される。日本酒の輸出を手がけ

るメーカーが増えているのも、日本

酒の多様な品揃えを狙うこうした外

国人ファンの声に応えたものである。 

前の項で述べてきたオンライン市

場におけるロングテール現象は、こ

うした日本産加工食品にとっても好

機ととらえる事ができる。 

英語でホームページを作るなど課

題も残っているが、経済産業省の「に
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っぽん e 物産市」が 2008 年度から開

始されており、この国際版の展開と

して実験的に行うことも検討に値い

するのではないかと考える。 
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